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会 議 録 
 

会議の名称 令和元年度 第２回佐渡市児童館運営懇談会 

開 催 日 時 
令和２年２月 14 日（金） 

午前 10 時開会 11 時 40 分閉会 

場 所 佐渡市役所 本庁３階 大会議室 

議 題 

（1）令和元年度佐渡市児童館事業経過報告について 

（2）今後の児童館運営について 

（3）情報交換 

会議の公開・非公開 
（非公開とした場合
は、その理由） 

公開 

出 席 者 

参 加 者 

 

児童館職員 

 

事 務 局 

 

子ども若者課長  市橋 法子 

有識者 ６名 

ちのわの家館長  小田きみえ 

畑野児童館館長  渡邉 則子 

子ども若者課子育て支援係長  余湖 雅美 

子育て支援係主任 土屋真由美 

会 議 資 料 別紙のとおり 

傍聴人の数 ０人 

備 考  

 

会議の概要（発言の要旨） 

発言者 議題・発言・結果等 

 

 

 

 

 

事務局 余湖 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題⑴ 令和元年度佐渡市児童館事業経過報告について 

 別紙報告書のとおり。 

 

議題⑵ 今後の児童館運営について 

【前回のまとめ】 

 児童館を学童保育に移行することについて協議した。 

<加茂地区>  

・加茂小学校内への児童クラブ設置を第一希望とするが、小学校の

長寿命化計画の進行を注視し検討を進める。 

・学童ニーズ把握のため保護者アンケートを実施する。 

 

<畑野地区> 

・畑野児童館内に児童クラブを設置する方向で検討を進める。 
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事務局 余湖 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども若者課 

市橋課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その後の経過と今後の予定】 

 <加茂地区> 

・昨年９月に加茂小学校と学区内保育園の保護者を対象にアンケー

トを実施。回収者 124 名のうち 94 名が学童を利用したいとの回答

があり、一定のニーズが確認できた。 

・加茂小学校の長寿命化計画については、令和２年度当初予算に耐

力度調査の関連経費が計上されており、議会の承認を受ければ令

和２年度中に調査開始、令和４～５年度に改修工事、令和６年度

に新校舎開校の予定となっている。改修が計画通り進み、小学校

内に児童クラブ設置が可能としても令和６年度以降となるが、そ

の間ちのわの家を継続することは建物の傾斜がかなり進行してい

る状況から難しいため、小学校周辺に児童クラブを設置したい。

加茂地区は病院移転等も関係してくるため、動向を確認しながら

令和２年度中に利用可能な施設を検討し、令和３年度の予算化を

目指したい。 

 

<畑野地区> 

 ・畑野児童館は屋根の改修が終了していることから、当分の間児童

館機能を維持しながら学童化に向けた準備を進める。 

 

その他、児童クラブ開設には児童支援員の資格保有者が必要なため、

準備の一環として令和２年度にちのわの家、畑野児童館の職員各１名

に児童支援員認定資格研修を受講してもらう予定となっている。 

 

加茂地区については、両津病院を今の文化会館の跡地に建てる大規

模な計画があり、それによって学校周辺が大きく変わる見込み。加茂

小学校の長寿命化改修も、財源の問題や改修の間子どもたちがどうや

って過ごすのかなど非常に大きな問題がある中、学童を優先してほし

いというわけにはいかないので、子ども若者課としては病院と学校の

整備状況を見守りながら、子どもたちの放課後を安全に確保するため

の施設整備を進めることになる。 

ちのわの家が令和６年まで待っていられない状況となっており、保

護者ニーズもあることから来年度中に児童クラブが開設できる場所を

確保し、令和３年度以降補助金を受けながら整備して開設に向けて動

いていきたい。 

 ただし、新しい学校ができた暁には、そこに学童の入れるスペース

をなんとか取ってもらえるよう教育委員会とは協議を続けたい。学校

内での学童整備を諦めたわけではないので、一時的に別の場所でスタ

ートするが将来的には学校内での開設も視野に入れておきたいので、

その辺りについてもご意見をいただきたい。 
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市橋課長 

 

 

 

Ｂ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

Ｂ氏 

 

 

市橋課長 

 

 

Ｂ氏 

 

 

畑野については、すぐに児童館を学童に変更できるかというと人員

の問題もあるので今の段階では難しい。来年度加茂を進めながら並行

して畑野児童館の学童化について協議を進めるということにさせても

らいたい。 

 

【加茂地区について】 

前回の懇談会で、加茂小学校の長寿命化改修について、教育委員会

からは予算が付いた段階で学校と協議に入りたいという発言があった

が、その後どの程度話が進んでいるのか。 

 

補助金の関係で今の校舎をそのまま利用すると聞いている。全面改

修に２年間かかるが、その間子どもたちはどこにいるのか。以前、体

育館を仕切って教室にするという話もあったが、そんなことは無理だ

ろう。島外の小学校の改修例を見ても一番現実的なのは、校舎、体育

館、トイレを確保しながらプレハブを建てるのがよいと思う。 

児童クラブを学校内に作るとしたら、入口を別個にしなければなら

ない。今の構造であれば給食室の場所に作るのがベストだと思うが、

改修となれば、大体の学校はランチルームを作るので、１階にランチ

ルーム、教員室、保健室を作ると学童の部屋を作るだけの広さを確保

するのは難しい。加茂小周辺に土地はいっぱいあるので、別個に建て

た方がよいのではないか。 

校舎の改修が終わると、令和６年度以降に体育館の改修計画がある。

そうなると長期に亘り工事車両の出入りがあるので、影響のないグラ

ウンドの昔の野球場側に建てるのはどうか。校舎内に作るのは面積的

に無理かと思う。 

 

教育委員会の構想では躯体だけ残して改修すると聞いている。今の

建物の幅では難しいが、国は学校内設置を推進しており、子どもの安

全確保の面からも校門を出てすぐに行ける場所が望ましいので、でき

るだけ学校からは離したくないと思っている。 

 

金井は体育館横にあるものとは別に駐車場にも建てている。加茂も

土地があるので、作るとしたら金井のように隣接地がよいと思う。 

 

教育委員会と十分に協議して、学校に入るのは無理だということに

なれば別棟に建てる、新たな場所で開設するなど考えたい。 

 

実際、学童に必要な広さは取れないと思う。教育委員会とは図面と

照らし合わせながら話を進めてほしい。 
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ちのわの家 

小田館長 

 

 

 

座長 Ａ氏 

 

市橋課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小田館長 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

 

小田館長 

 

 

Ｂ氏 

 

 

 

市橋課長 

 

 

座長 Ａ氏 

 

 

ちのわの家の建物は、子どもを預かっている立場としては非常に心

配な状態。地震が来たらいつどうなるか分からない。市で部屋が確保

できて、児童クラブに移行したいというならば従っていかなければな

らないと思う。 

 

例えば、ちのわの家での学童開設は難しいのか。 

 

建物の状況からして、かなり難しい。 

令和２年度は学校の周辺に場所を考えていきたい。両津病院の移転

に伴って令和６年前後、周辺整備がかなり進むと思われる。歌代の里

の移転をどうするかなど協議が必要な部分もあるが、まず今ある施設

は壊されるだろう。そうなった時に学童に利用できる市の施設がない。

両津にも空き家が増えているので、空き屋が利用できないかなど色々

面から候補地を探す。学校の近隣がよいが、交通量が多い地区なので

子どもたちの安全確保も考えながら選定したいと思っている。地域の

ことを知っている両津支所にも相談に乗ってもらいながら進めていき

たい。 

 

令和２年度は児童館として続けるけれども、令和３年度からは児童

クラブになるのか。 

 

令和２年度に候補地選定、令和３年度の当初予算に関連予算を計上

し、国の補助金をもらって整備をしたい。上手く進めば令和４年度か

ら学童という形で考えている。他に有利に活用できる補助金があれば

変更する場合があるが、今のところ令和３年度までは児童館としての

継続を想定している。 

 

児童クラブを作るのであれば時間をかけてちゃんとしたものを作っ

た方がいいと思う。地盤のしっかりした所を選定してもらいたい。 

 

小学校グラウンドの校舎より奥側は地盤がしっかりしている。山を

削って、暗渠を入れてあるので地盤工事が不要。総合体育館側は田ん

ぼを埋めてあるので沈む。 

 

新築の方が安く建てられる場合もある。地盤を考えると小学校周辺

では難しい面もあるが、学校隣地の活用も含めて色々と探ってみたい。 

 

 加茂地区については、学校、教育委員会、地域と総合的に連携しな

がら進めてほしい。 
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畑野児童館 

渡邉館長 
 

市橋課長 

 

 

 

 

 

渡邉館長 

 

市橋課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡邉館長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

 

 

 

【畑野地区について】 

ちのわの家の令和４年度年学童化は確定と考えてよいか。 

 

国の補助金がランダムに出てくることがあるので、候補地が探せて

有利な財源が見つかれば予定が早まることもあり得る。逆に、ここ最

近は毎年学童の整備をしているため、令和３年度に予算が付くかどう

かも分からない。予算が付かなければ遅れていくこともあるが、今の

スケジュール感としては令和４年度学童スタートの予定。 

 

畑野児童館の学童化はその 1 年後くらいか。 

 

畑野は施設の整備がどれだけ必要かによる。児童館と学童を並行し

て進めるのは難しいので、学童移行をどのように進めていくのかこの

場も含めて随時協議していきたい。第一優先はちのわの学童化だが、

畑野も施設整備がなければ早期移行の可能性もゼロではない。 

畑野は柔道教室の問題があるが、利用者月 60 人とはいいながら人数

はかなり減っている。地区の柔道教室を合併して子どもたちが大人数

で組みあい切磋琢磨しながらやっていくことが必要ではないか。新穂

武道館の畳が整備済なので、教育委員会と話をしてその辺りを進めて

いきたい。畑野中学校の柔道授業は、学校に畳を整備し授業の度に畳

を敷いているところもあると聞いているので、そういった方法が取れ

ないか学校との協議を進める。 

 

児童館と併設はしない、学童に移行するということだが、児童館が

なくなるのは寂しいことだと思う。40～50 人利用者のうち本当に児童

クラブが必要な子は５、６人ではないのか。児童館は、友達と遊びた

い子どもたちも利用できるので皆が楽しみに通って来る。子どもたち

が縦割りで遊べるのも児童館の特徴。市の予算のことも聞いているの

で学童化に反対するというわけではないが、子どもたちのことを考え

ると児童館をなくすのはもったいない。ただし、学童をやるのであれ

ば児童館と一緒にというのは無理だとも思う。 

 

児童館というのは法にも定められた貴重な遊び場だとは思うが、昨

今社会の変化によって保護者、特に女性の社会参画が進んできている

中、色んな事件事故が起こり子どもを一人で家に置いておけないよう

な状況もあり、学童のニーズが高まってきている。子どもたちが学校

帰りにちょっと寄って遊べる場所はすごくいいと思うし、そのような

場所がなくなるのは非常に寂しく、子どものための施設なのにと思わ

ないことはないが、子どもたちの安全と保護者が安心して子どもを預

けられるということを考えると、行政としては必要な仕組みに変えて
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Ｅ氏 

 

 

 

 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

小田館長 

 

 

 

 

 

Ｂ氏 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

 

 

いかざるを得ない。 

子ども・子育て支援会議の中でも、島内に一つ大きな児童館が欲し

いという意見もあった。そのような子どもたちのコミュニティの場を

図書館と連携して作っていきたいと思ってはいるが、畑野だけ児童館

を残しながらというのは行政的な方針としては難しい。児童館に代わ

る施設を佐渡エリア全体で考えていくことで皆さんにご理解いただく

しかない。畑野の学童化については保護者や学校の意見を十分聞きな

がら進めていきたいと思っているのでご理解いただきたい。 

 

児童館が無くなるのは寂しい気持ちが大きい。家の近くに子どもた

ちだけで遊べる公園もないので、あそこに行けば皆で遊べるという場

所があるのは子どもたちにとってとても大事なことだと思う。児童ク

ラブも利用しており学童のよいところも分かるので、どちらがよいと

は決められないが、子どもたちが過ごしやすい場所は残してほしいと

思う。 

 

子どもが学校から帰ってきて子どもたちだけで遊びに行くことに対

して、抵抗感というと語弊があるかもしれないが、危ない、家に居た

方がよいという保護者が多い印象があるが、実際保護者にとってどう

なのか。 

 

今の子どもたちの遊びは主として室内でゲーム。公園でもベンチに

座ってゲームをしていて体を動かしている姿ほとんど見ない。一緒に

いても一人の世界。日蓮さん（銅像）のある所はゲームをする子のた

まり場となっているし、あいぽーと佐渡に集まってゲームしている子

たちもいる。 

 

総合体育館前の公園で体を動かして遊んでいる子どもたちが結構い

るようだ。 

 

子どもの行動が自分やその子どもたちの時と全く変わっている。今

は不審者もいて色んな事故事件もある。親からすると一人で留守番を

させられない、心配だというのであれば、きちっと預かることができ

る学童の方を整備していくことが優先されると思う。一方、子どもた

ちがちょっと寄って遊んでいける児童館のような場所も理想的だと思

うので、そういった部分を佐渡市全体として考えていくことも子ども

若者課としては取り組んでいければと思っている。 

畑野地区については、保育園が老朽化しながら保育園統合の話もで

きていない、学童も必要と思われながら整備されてこなかったという

ところがあるので、まずは学童整備を進めていきたい。 
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座長 Ａ氏 

 

 

 

座長 Ａ氏 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡邉館長 

 

今後も協議を続けるというので新たな提案や、いい知恵があったら

皆さんからも意見を出してもらいたい。 

 

議題⑶ 情報交換 

施設以外にも子どものこと全般的に意見や思いがあれば発言をお願

いしたい。 

 

相川の保育園統合は、相川中学校下のバス乗り場が佐渡市の土地と

なっており、そこに統合保育園を建設することで進めてきたが、金山

側の民有地２千㎡を寄附いただけることになり約６千㎡の土地が確保

できた。現在園舎、園庭、駐車場をどのように配置していくのか計画

を作っている。令和４年４月オープンを目指して建設を進めていく予

定。相川保育園、あいかわ幼稚園、稲鯨保育園を統合したいが、同意

がもらえていない地域もある。背景には小学校の統合問題もあるので、

教育委員会と連携しながら子どものための環境整備に努めていきた

い。来年度に入ると建築設計が始まる。園舎は１千㎡平屋建て、90 人

定員の予定。園庭を広く取り、駐車場の整備を行い、相川中学校とも

連携を取りながら、子どもたちの安全を確保できる園舎としたい。 

今年度、子ども子育て支援事業の基本計画を策定した。パブリック

コメントも終わり製本作業に入っている。来年度から５年間の佐渡市

が実施していきたい子育て事業を掲載したものとなっており、学童や

延長保育の必要量など色々なニーズを捉えた数字が出ているので、関

係機関に配布する予定。 

来年度は主任児童委員との連携にチャレンジしたい。主任児童委員

とは虐待や一時保護など特定の事案がないと接触の機会がなかった

が、地域の子どもや家庭の事を一番知っている主任児童委員の方々と

情報共有しながら見守りを強めていかないと、子どもたちの切ない事

件がなくならない。今年度は虐待通報と一時保護の件数が過去３年間

と比べ３倍となり、新潟中央児童相談所に佐渡の子だけが入る部屋を

作らざるを得ない程一時保護が多く発生した。親が子育てに疲れてい

る、相談するところがなかったなど様々な事情もあるだろうし、母子

分離、家族分離は決してよいことではないが、子どもの命を守るとい

うことを第一優先にして保護にあたっている。佐渡の児童相談所は駐

在員が１名しかおらず、その１名が新潟の保護施設に行っているとそ

の間誰もいない状態となるので、県に人員配置や予算付けを要望しな

がら、佐渡の子どもを新潟県の子どもたちとして平等に扱ってほしい

と訴えていく。 

 

子どもの数は現状維持か減っているのか。 
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市橋課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

減っていると言わざるを得ない。佐渡市の出生数は昨年度 260 人。

今年度は２、３月含めて 250 人前後と見込んでいる。佐渡総合病院で

の分娩は一定数あるが、里帰り出産の方が多い状況となっている。   

合計特殊出生率が２を超えない。統計を見ると３人以上産んでいる

人は１年間に産まれた子どもの数の約３割。７割は１人目か２人目。

この３割の人達をもっと増やしたいが、どうしたらもう１人子どもを

産んでもよいと思ってくれるのか。どのようなサポートがあるとよい

のか、経済的に余裕があればもう１人産んでもよいのか、様々な声を

少しずつ拾い上げながら、もう１人産んでもいいと思える島にしてい

きたい。 

一方、子どものことを考えると延長保育のように朝の７時半から夜

の７時まで預かるのはどうなのかと思うが、延長保育の申請内容を見

ていると仕方ない面もある。保護者も生活していかないといけないの

で、働き方を変えるべきだと思う。市のサービスは行き届いてきた。

次は職場を変えるべき。休みやすい、帰りやすい職場に変えて行かな

ければならないのではないか。 

 

今は延長保育があってありがたいが、それに携わる職員の意識を変

えなければならないと思う。保育園の延長と考えるのではなく、家庭

に代わるものとして子どもたちに愛情を持って接してもらいたい。そ

こに入る職員は、誰でもよいわけではなく気持ちのある者がよいと思

う。 

小学生に読み聞かせを行っているが、お母さんの気持ちを題材にし

た本を読んだ後、子どもたちにお母さんも必死で子育てをしている、

お母さんの気持ちも分かってあげてほしいと言えばちゃんと理解して

くれる。保護者の支援も大事だが、子どもたちへの支援も大事だと感

じる。 

 

切れやすい子が増えている。言葉も含めて、ちょっとしたことで友

達を傷つけることに抵抗感を感じない子どもが増えてきていると学校

現場と連携する中で感じている。 

来年度は虐待予防をテーマとした新規事業に取り組む。子どもだけ

でも、保護者だけでも駄目なので、学校を巻き込んでの形を考えたい。

また、命の事業のニーズが非常に高いので、全校に広げたい。今、子

どもたちの気持ちがおかしくなっている。親も子どもを怒るのではな

く叱れ、褒めろと言われても余裕がないとできない。どうしたらいい

のか、どんな言葉をかけたらいいのか、お互いの気持ちの余裕を作り

上げる手伝いができたらということで、来年度の事業を進めてみよう

と思っている。 
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Ｄ氏 

 

 

 

 

小田館長 

 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

Ｄ氏 

 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

渡邉館長 

 

市橋課長 

 

 

渡邉館長 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

 

 

Ｄ氏 

 

そういった事業で是非ふわふわ言葉とチクチク言葉を提案してほし

い。相手にかける言葉をチクチク言葉からふわふわ言葉に変えていく

ことが友達、親子、仕事仲間など全ての関係作りに繋がると子どもた

ちに教えていくことが大事だと思う。 

 

まずは親育てをしなければ子どもにも伝わっていかない。子どもは

親に言われた言葉をそのまま真に受ける。親育てにもっと力を入れて

ほしい。 

 

相談を受けてみると保護者もみんな頑張っている。一生懸命子育て

しているが、苦しくなっているのが見える。親の言葉が子どもに響く

というのは絶対にあるので、親がふわふわ言葉を使っていけるように

なってもらいたい。 

 

お母さんたちも頑張っていることを誰かに認めてもらいたい。お母

さんたちにも言葉をいっぱいかけてあげるとよい。親自身が周りから

認めてもらえないと子どもたちに優しい言葉はかけられない。 

 

学校の先生から相談を受けることも多いが、先生も悩みながら保護

者に対応している。みんながキリキリしながら繋がっている。どうし

ていったらよいか、こういった場で皆で話し合って共通認識を持つこ

とが大事だと感じる。 

 

畑野地区になるが多田保育園は人数を維持できているのか。 

 

４年前は２人、翌年３人と少数だったが、来年度は 10 人と回復して

きている。 

 

それは松ヶ崎の子どものみか、広域的に松ヶ崎以外からも来ている

のか。 

 

岩首からも来ているが、松ヶ崎地域は若者が色々な動きをしてくれ

ているのと、来年度から松ヶ崎小中学校が学区関係なく通えるように

なるなど、地域として色々取り組んでいて子どもも増えてきている。

多田は他と統合しようと思っても地理的に難しい、地域の力で復活し

てくれているのはありがたいこと。岩首も一時期子どもがいなかった

が、地域おこし協力隊の人が定着するなどして増えている。 

 

内海府の方は人数が減ってきているようだ。 
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市橋課長 

 

 

 

 

 

 

Ｄ氏 

 

 

市橋課長 

 

 

Ｃ氏 

 

市橋課長 

 

 

 

Ｃ氏 

 

 

 

 

 

市橋課長 

 

 

 

 

座長 Ａ氏 

 

海府保育園は３人、来年度は２人。水津は来年度４人。水津は両津

東保育園に通園バスを出してもよいが、赤玉方面からとなると距離的

に厳しい。水津保育園は施設も老朽化しているが裏山を直しているの

で施設には手が付けられない状況。海府保育園は、へき地保育園のた

め給食がなかったが、去年の 10 月から内海府小中学校で一緒に給食を

食べるようにした。 

 

給食は地域の人たちがかなり喜んでいる。毎日お弁当だったのが、

偏りなく食べられる給食になり子どもたちのためにもなっている。 

 

 内海府小中学校自体かなり子どもが減っているが、運営協議会がや

っている保育園なので、今後どうなるか心配なところでもある。 

 

地域おこし協力隊を増やす計画はあるか。 

 

地域振興課は増やしていきたいようだ。実際に定着している人も若

干いるが、ここ最近任期３年を満了しない人が出てきている。地域に

入ってもうまくいかなかった例もあるものの募集は続けている状況。 

 

とにかく若い人が来てくれることが一番だが、そこが離島である佐

渡は苦しいところ。両親が働かなければならない経済状況もある。ヨ

ーロッパは子育てにかかる経費が無料。佐渡で子育てすると経済的に

もよいといったように若い人がたくさん来てくれるような施策が必要

だと思う。 

 

例えば内海府は 20～30代の若者が佐和田や両津から多く仕事に来て

おり、その人たちに現地に住んでもらえないかという話も出ている。

島外からの移住はもちろんだが、島内の若者にも定住してもらうこと

を考えたい。 

 

色々な意見を交換したが、他に意見、要望などがあれば子ども若者

課へ伝えることとして懇談会を終了する。 

 

 

 


